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（言いたい放題！ アッキー28 号）   ＬＩＰ ２０２０／０８ 

〈２〉 

 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
拡

大
を

受
け

て

４
月

に
入

り
、

最
初

は
７

都
府

県
、

そ
の

後
全

国

に
、

特
別

措
置

法
に

よ
る

緊
急

事
態

宣
言

が
発

令

さ
れ

た
。
「

ス
テ

イ
ホ

ー
ム

」
あ

る
い

は
「

巣
ご

も

り
」

と
も

い
わ

れ
る

こ
の

期
間

、
意

外
な

こ
と

だ

が
私

の
家

族
の

生
活

は
殆

ど
変

わ
ら

な
か

っ
た

。

ビ
ル

の
保

守
点

検
に

携
わ

る
夫

は
平

常
通

り
勤

務
。

上
の

子
は

通
所

し
て

い
る

生
活

介
護

事
業

所
の

開

所
時

間
が

１
時

間
短

く
な

っ
た

だ
け

で
、

日
曜

以

外
は

毎
日

通
所

。
ゆ

る
ゆ

る
の

大
学

生
活

を
楽

し

む
下

の
子

は
「

春
休

み
が

長
引

い
た

」
と

喜
ん

だ
。

 

 
私

は
と

い
え

ば
、

勤
務

先
の

福
祉

事
業

所
で

は

利
用

者
も

職
員

も
交

代
勤

務
と

な
り

、
週

５
日

の

勤
務

が
週

３
～

４
日

に
な

っ
た

。
 

 
時

間
が

で
き

た
の

で
、

Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ

で
自

力
整

体

の
レ

ッ
ス

ン
を

受
け

た
り

、
Ｚ

ｏ
ｏ

ｍ
で

無
料

の

ゆ
る

ゆ
る

身
体

ほ
ぐ

し
の

レ
ッ

ス
ン

に
参

加
し

た

り
し

た
。

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
に

も
は

ま
っ

て
い

ろ

ん
な

人
の

投
稿

を
見

て
、

リ
ン

ク
さ

れ
て

い
る

記

事
も

読
ん

だ
。
ユ

ー
チ

ュ
ー

ブ
の

リ
ン

ク
で

、
「

ア

ベ
ノ

マ
ス

ク
」

と
題

し
た

声
楽

家
の

演
奏

の
動

画

が
面

白
か

っ
た

。
全

世
帯

配
布

の
布

マ
ス

ク
「

ア

ベ
ノ

マ
ス

ク
」
を

パ
ロ

っ
て

、
オ

ペ
ラ

歌
手

が
堂

々

と
歌

い
上

げ
る

。
す

ば
ら

し
い

歌
声

と
パ

ン
チ

の

効
い

た
替

え
歌

の
歌

詞
に

感
心

し
て

大
笑

い
し

た
。
 

 
動

画
画

面
は

二
分

割
で

、
右

に
黒

ず
く

め
の

男

性
声

楽
家

、
左

に
は

伴
奏

の
男

性
ピ

ア
ニ

ス
ト

が

黒
い

シ
ャ

ツ
で

ま
じ

め
な

顔
で

ピ
ア

ノ
を

弾
き

な

が
ら

、
し

ら
っ

と
聞

か
せ

ど
こ

ろ
の

言
葉

を
コ

ー

ラ
ス

す
る

。
こ

れ
を

プ
ロ

デ
ュ

ー
ス

し
た

の
は

ど

ち
ら

の
方

？
 

か
わ

い
い

顔
を

し
た

若
い

こ
の

伴

奏
者

は
、

一
体

誰
な

ん
だ

ろ
う

？
 

 
調

べ
る

と
、

伴
奏

者
は

追
川

礼
章

と
い

う
ピ

ア

ニ
ス

ト
で

、
４

月
末

浜
離
宮
朝

日

ホ
ー

ル
で
ソ

ロ
コ

ン
サ

ー
ト

開
催

の
予
定

が
緊

急
事

態
宣

言
を

受
け

て
中
止

さ
れ

た
こ

と
、

コ
ン
サ

ー

ト
開
催
予
定

で
あ

っ
た
夜

に
ユ

ー

チ
ュ

ー
ブ

の
プ

レ
ミ

ア
公

開
で

「
追

川
礼

章
ピ

ア
ノ

ナ
イ

ト
」

と

い
う

動
画

を
配
信

し
た

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

 

 
プ

レ
ミ

ア
公

開
さ

れ
た

動
画

は
公

開
後

そ
の

ま

ま
ユ

ー
チ

ュ
ー

ブ
上

に
残

る
。

以
上

の
こ

と
を

私

が
知

っ
た

の
は

配
信
終
了

後
だ

っ
た

が
、

そ
の

動

画
「

追
川

礼
章

ピ
ア

ノ
ナ

イ
ト

～
第

一
夜

ク
ラ

シ

ッ
ク

ナ
イ

ト
」

を
視
聴

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 
く

り
っ

と
し

た
瞳

の
若

き
ピ

ア
ニ

ス
ト

は
ブ

ル

ー
の

シ
ャ

ツ
姿

で
、

ユ
ー
モ

ア
を

交
え

て
演

奏
曲

の
解
説

を
語

る
。
グ

ラ
ン
ド

ピ
ア

ノ
に
向

か
っ

て

繰
り
出

す
音

楽
に

う
っ

と
り

し
て

い
る

う
ち

に
懐

か
し

い
メ

ロ
デ
ィ

ー
が
響

い
て

私
は
驚

い
た

。
 

 
シ
ョ

パ
ン

の
ピ

ア
ノ
ソ

ナ
タ
第

３
番

ロ
短

調

Op.

53よ
り
第

４
楽

章
。
曲
名

は
初

め
て
知

っ
た

が
、

細
部

ま
で
メ

ロ
デ
ィ

ー
は
覚

え
て

い
る

。
中

学
３

年
の

時
に
出
会

い
大
好

き
に

な
っ

た
曲

だ
。

 

 
当

時
ピ

ア
ノ

を
私

は
習

っ
て

い
た

が
、
練
習

も

あ
ま

り
せ

ず
、

ま
じ

め
な

生
徒

で
は

な
か

っ
た

。

シ
ョ

パ
ン

の
ソ

ナ
タ

な
ど

弾
け

る
は

ず
も

な
か

っ

た
が

、
私

の
前

に
レ

ッ
ス

ン
を

受
け

る
人

が
こ

の

曲
を
練
習

し
て

い
た

。
団
地

の
中

の
先

生
の

自
宅

の
和
室

の
窓
際

に
置

か
れ

た
ピ

ア
ノ

、
そ

の
前

に

先
生

と
生
徒

が
並
び

、
生
徒

は
ピ

ア
ノ

を
弾

い
て

先
生

の
指
導

を
受

け
る

。
次

の
番

の
私

は
正
座

し

て
前

の
人

が
終

わ
る

の
を
待

っ
て

い
る

。
と

て
も

美
し

い
曲

だ
け

れ
ど

、
複
雑

な
手

の
運
び

。
私

に

は
弾

け
そ

う
に

な
い

。
い
や

、
す

ご
く
練
習

し
た

ら

弾
け

る
か

も
し

れ
な

い
。

で
も

、
そ

ん
な

に
が

ん
ば

る
気
持

ち
、

私
に

は
な

い
も

の
ね

…
…

。
前

の
人

が

同
じ
年
齢

と
知

っ
て

い
た

だ
け

に
、
羨
望

と
諦
観

を

な
い

ま
ぜ

に
、
膝

の
上

で
両

手
の
指

を
動

か
し

て
、

頭
の

な
か

で
細
部

ま
で
音

の
響

き
を
再
現

で
き

る
ほ

ど
熱

心
に

聞
い

て
い

た
。

 

 
追

川
礼

章
は

こ
の
曲

の
こ

と
を

大
変

な
難
曲

で

「
音
符

の
三
密
状

態
」

と
茶
目

っ
気

た
っ
ぷ

り
に
説

明
し

て
い

た
。
優

れ
た

演
奏
技
術

と
、
流

れ
る

よ
う

な
情

感
、
そ

し
て

ユ
ー
モ

ア
と
知

性
。

25分
間

の
動

画
を

見
終

わ
る
頃

に
は

、
私

は
す

っ
か

り
こ

の
ひ

と

の
フ
ァ

ン
に

な
っ

て
い

た
。

 

 
早
速

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
で

、「
す

ご
い

、
よ

か
っ

た

～
！

」
と

リ
ン

ク
を

ア
ッ

プ
。「
本
当
ね
！

」
と
同

感

し
た
お
友
達

と
一
緒

に
２

人
で

フ
ィ

ー
バ

ー
、
６

月

末
迄

10日
お

き
に

配
信

の
「

ピ
ア

ノ
ナ

イ
ト

」
の
前

日
に

は
、「

い
よ

い
よ
明

日
ね
！

」「
楽

し
み

で
す
！

」

な
ど

と
い

う
や

り
取

り
も

楽
し

ん
だ

。
 

 
６

月

30日
の
「

最
終
夜

」
に

は
「

ピ
ア

ノ
ナ

イ
ト

Ｃ
Ｄ

」
の

発
売

が
発
表

さ
れ

た
。

私
は
Ｃ
Ｄ

プ
レ

イ

ヤ
ー

を
持

っ
て

い
な

い
。

で
も

こ
れ

ま
で

の
感
謝

の

つ
も

り
で

と
、
申

し
込

み
先

の
ア
ド

レ
ス

に
メ

ー
ル

し
た

が
、
う

ま
く
届

か
な

か
っ

た
よ

う
だ

。「
申

し
込

み
完
了

」
の
メ

ー
ル

は
来

な
か

っ
た

。
 

 
ま

、
い

い
か

。
心

で
応
援

し
て

い
ま

す
と

、
今

日

も
ユ

ー
チ

ュ
ー

ブ
で

演
奏

を
聴

い
て

い
る

。
 

（
著

者
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
）
 

パ
ー

ト
勤

務
の

主
婦

。

自
閉

症
を

持
つ

成
人

し
た

息
子

が
い

ま
す

。
 

〝
放

課
後

ク
ラ

ブ
『

チ
ャ

レ
ン

ジ
・

キ
ッ

ズ
』

〟

代
表
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言いたい放題！ アッキー28 号（41）    見つけた！ ピアノの王子様 



（自転車の旅）           ＬＩＰ ２０２０／０８ 

〈３〉 

１日目 

 天気も良好で夏休みを先行して７月中旬に福岡県の

新門司港から上陸し、午前９時に出発して小倉東町か

らＲ１０号線に出て大分県に進路を進める。行橋市・

中津市・豊後高田市からＲ２１３号線へ変更して国東

半島へ向かう。高田市でタクシーを利用して両子山（７

２０ｍ）の頂上に位

置する仏閣を参拝し

た後に高田市に戻る。

国東半島を一周して

杵築市を走り抜けて

日出町からＲ１０号線へ戻り、午後５時に別府市へ到

着した。予約していた、かんぽの宿別府に投宿した。

走行距離１７９ｋｍ 

本日のメインテーマは『国東半島の絶景』 
『国東半島は、江⼾時代から湯治場として知られ多く

の人たちが来島した。また、落人と言われる集団がそ

の環境に魅せられて人目を避けるように永住するなど

住⺠の⽣活が厳しい状況に置かれていた。湯治場での

行き倒れや落人の人たちの援護、救済を目的として両

手山の山頂に神社・仏閣が建立され、宗教文化の土地

柄としても知られる。国東半島は瀬⼾内海に突出した

温暖な気候で、⻄海岸はキャンプ場が多く、東海岸は

海水浴場が集中し、風光明媚の観光地としても知られ

ている』 

 

２日目 ５１年前、学童疎開した門川町 
 昨日と変わらず晴天である。午前８時に、かんぽの

宿別府を出発し、Ｒ１０号線を南下する。野津町・北

川町・延岡市で早めの昼食をとる。１２時４０分門川

町へ到着。事前にＪＲ門川駅⻑にアポイントを取って

いたので駅前で待ってくれていた。私と同世代の方の

ようで駅⻑室へ招き⼊れてくれて初対⾯の挨拶を交わ

す。その後は友人のような会話が進み、５１年前に遡

る疎開時代の話を聞いてくれた。この町は、私が８歳

の時から学童疎開で３年間お世話になった土地で５１

年ぶりに訪れた。駅⻑さんも地元の⽅なので学童疎開

者の事はよく知っておりいろいろと便宜を図って頂い

た。約１時間のお話でしたが、その後町役場やお寺に

立ち寄ってから駅に戻りお礼を申し上げてから門川町

を後にしたが、後ろ髪を引かれる思いでした。日向市・

川南町・高鍋町・新宮町を走り抜けて午後６時３０分

に宮崎市のＪＲ駅前に到着した。駅の観光案内に駆け

込み宿の依頼をすると、快く応じて近くのビジネスホ

テルを紹介してくれたので助かった。午後７時にホテ

ルへ投宿。走行距離１８２ｋｍ 

本日のメインテーマは 
『５１年ぶりの思いを寄せた門川町訪問』 

『私は１９４４年７月に敗戦ムードが漂う沖縄県から

強制的に宮崎県門川町へ７０名の集団で⻑姉と共に学

童疎開をした。３年間の疎開生活は過酷なもので、２

年目から衣食に不自由し、食べられそうな物は何でも

口に入れる生活でした。衣類も不足し真冬でも素足で

の草履で、手足の指は霜やけで腫れあがり出血してい

た。食べられる物は生で食べることが日常化していま

したので、腸内では回虫が繁殖し痩せ細ってカエルの

ようなお腹でした。体

力が低下した状態で

脳炎に罹患して死の

淵で喘いでいたこと

もあった。そんな時期

に⼿を差し伸べてくださったのが漁業組合⻑のＫさん

でした。寮の片隅で寝かされていた私を入院させ、手

厚く看病して下さったお陰で一命を取り留めることが

できた。５１年間お会いしたいとの思いで頑張ってき

たが再会は適えられませんでした。門川町の駅⻑さん

や、町役場の広報課の方々、お寺の住職の方に心から

感謝とお礼を申し上げます。お寺では記帳させて頂き、

お花や線香を上げて供養ができましたのは、自転車の

取り持つご縁だと思います』 

 

３日目 関西で働いていた人との出会い 
 午前８時３０分宮崎市ＪＲのホテルを出発したが雨

でレインコートの着用となった。Ｒ１０号線に出て南

下し清武町・田野町・山之口町・三股町を走り抜けて

都城市で休憩してから鹿児島市に向けて走り続ける。

午後１時に国分寺市に入り昼食を済ませる。雨の中を

走行しているので先を急ぎ隼人町・始良町を南下し、

午後４時に鹿児島市のＪＲ駅前に到着した。雨は止ん

でいたがレインコートを着用したまま走り続けたので

疲労感を覚えたのと、行く先の知覧特攻平和会館の閉

館時間も考慮して走るのを打ち切った。客待ちのタク

シーの運転手さんに記念写真のシャッターを頼んだら

快く対応してくれたので、ついでに宿屋のことを聞い

たら、知り合いの釣り宿を紹介してくれたので助かっ

た。本日の走行距離１５０ｋｍ 

本日のメインテーマは『釣り宿での交流会』 
『駅前ではタクシーの運転手の方々と自転車を囲んで

話が弾んだ。シャッターを切ってくれた方は、２０年

間大阪の寝屋川市で乗車していたと話し、他の二人も

兵庫県で働いていたなど話は尽きない。そのうち宿の

方が迎えに来てくれたので、皆さんにお礼を申し上げ

て宿に向かったが、寝屋川市に在住していたとは奇遇

な出会いであった。釣り宿屋では８名の方々が宿泊し

ており、明朝釣りに出ると言って６時ごろから宴会で

盛り上がっていた。夕食時に声をかけられて仲間入り

したが、釣りの話と焼酎のあらしで８時過ぎまで話し

込んでしまった』 

（続く） 

２０２０年８月吉日 さんくろう 



（聴覚障害者とマンガ）        ＬＩＰ ２０２０／０８ 

〈４〉 

 『ＬＩＰ』７月号に「節約主婦は、図書館で

マンガ三昧(^_^;)」という記事を書き、そのな

かに「枚方市立図書館でマンガの貸し出しが始

まったのは、聴覚障害者の方からの要望を受け

て」と書きました。どうしてマンガが聴覚障害

者の方に役立つのか？ 記事ではそれに触れま

せんでしたが、枚方市のホームページには「聴

覚障害者（ろう者）とマンガ 枚方市立図書館

のとりくみ」として説明がなされています。 

 さらに、詳しい方から、いろいろ教えていた

だきました。その方によると、自然に耳から言

葉を覚える健聴者と違って、生まれつき聴覚に

障害がある場合、音声の日本語を外国語を覚え

るかのように意識して覚えないといけないので、

マンガは言葉を覚えるのに役に立つのだそうで

す。 

 

マンガならではの表現力 

 

 たとえば、雨が降る音を「ザーザー」「ポツポ

ツ」などいいます。マンガなら絵で見て、それ

ぞれがどのような雨の強さや降り方を示してい

るのか、よくわかります。また、いろいろな言

葉も、漢字にはふりがながついて、説明もつい

ていたりするのでわかりやすい。 

 そういうわけで、聴覚障害者の団体から、図

書館にマンガを入れてほしいと、図書館だけで

はなく、障害福祉課にも要求が出されていまし

た。それを受けて、図書館にマンガが入れられ

ました。そして最初は要求していた当の聴覚障

害者が借りられないといけないからと、聴覚障

害者限定でマンガを貸し出ししていたのですが、

わざわざ事務室などに入ってマンガを見せても

らうというのも不自然で特別扱いはイヤという

ことになり、誰もが借りられるようになったの

だそうです。 

 今では手話・字幕付きのＤＶＤもあり、その

ような資料を図書館では積極的に購入するよう

にしているということも聞きました。 

 

マンガ蔵書はすべて寄贈 

 

 現在枚方市立図書館では、本、雑誌、新聞、

ＣＤ、ＤＶＤは図書館のお金で購入しています

が、マンガだけは非購入として、すべて市民か

らの寄贈によるものです。 

 そういえば、以前私は新聞で「人権問題の一

つを、わかりやすくマンガで表現。共感しなが

ら読める」と紹介されていた本を図書館にリク

エストしたことがあります。しかし、「マンガは

買えないのです」と断られました。本の二分の

一以上にマンガが描いてあると購入できない決

まりなのだそうです。……え、なんで？ 

 ホームページには「多くの聴覚障害者にとっ

てマンガは日本語の意味を理解し、社会の仕組

みやルールを学習する手段の一つです。聴覚障

害者はマンガを含めた資料の利用を通して生き

るための知恵を獲得しているといえます。」と書

かれています。これは聴覚障害者にとってだけ

ではなく、この町に住む人たち、すべての市民

に通じることなのではないでしょうか。マンガ

だから公費で買えないっていうのは、知の財産

の一部を放棄しているようなことで、もったい

ないのではないかしら。 

 おっと、話が大きくなってしまいましたが、

一目でわかる、楽しめる、役にも立ってくれる、

マンガ。凄いなぁって、改めて感心しています。 

（豊高明枝） 

 ַג׊嵛氠כז׵ ԋנַ⬩יז؝٤ُ
聴覚障害者とマンガ 



（マンガ文庫 蔵書紹介）      ＬＩＰ ２０２０／０８ 

〈５〉 

 緻密な取材を通して描かれる、身近なようで身近

でない「職業」に焦点を当てている蔵書を紹介しま

す。 

 世の中には本当に様々な仕事があります。日本に

おけるキャリアデザインは、新卒一括採用が根強く

残ることもあり、大学の就職活動で初めて自分の将

来と向き合う学生も多いような気がします。知らな

い職業には就けないので、色んな職業がある事をマ

ンガを通して知って欲しいと思います。 

 
《《《 ケースワーカー 》》》 

健康で文化的な最低限度の生活 柏木ハルコ 既刊 9

巻 (蔵書は6巻) 

新卒公務員の主人公義経えみるが、生活保護に関わ

る仕事である、ケースワーカーとして、様々な受給

者と真摯に向き合い少しずつ仕事にやりがいを感じ

ていくストーリーです。テーマは重く、社会問題の

深刻さがありありと描かれています。 

 

厚生労働省が7/1 に、全国の4 月の生活保護の申請
件数が2 万1486 件と前年同月に比べ24.8%増えた
と発表しましたが、社会問題と直結したケースワー
カーの仕事を知る事で、日本の「今」を知ることが
できます。暗いテーマですが、ちょっとドジで空気
が読めない主人公や、個性溢れる同僚たちが、いい
味を出していて暗くなりすぎず、読みやすく仕上が
ってます。 
受給者の生き様に触れ、どんな人生を送りたいかを
考えるキッカケになるような名作です。 
 

 

《《《 刑務官 》》》 

モリのアサガオ 郷田マモラ 全8巻(本編 7巻+番外

編 1巻) 

新人刑務官である及川直樹は、死刑囚舎房に配属さ

れる。深く反省している者や無気力な者、自らの罪

を罪と思わない者など死刑囚の性質も様々であった。

そんな彼らと接していく中で、直樹は死刑制度の是

非について深く考えるようになる。それとともに、

同世代の憧れの高校野球界のヒーローだった、死刑

囚・渡瀬満との心の交流を深めていくストーリー。 

 

死刑囚は懲役囚と根本的に刑務所での生活は異なり、
訓練や工場での作業は一切なく、死刑が執行される
まで、独房で自由に過ごします。知られざる死刑囚
の刑が執行されるまでの心の変化や、刑務官との関
わり方が淡々と描かれています。死刑の是非につい
て考えるマンガであると共に、死刑囚となった人た
ちの経緯を通して、ヒューマンドラマを見ているよ
うな気になる、そんなマンガです。 

（みんなでつくる学童 STEMs そふえ） 

STEMz(ステムズ)マンガ文庫 
漫画喫茶にも、レンタルマンガにもない独自のセ

レクトで、社会問題や歴史、日本や世界の文化、

戦争や宗教に関するマンガを蔵書しています。 

☆開所日:月・火を除く在宅時 (来所前にご連絡

ください。詳しい場所は予約時にお伝えします) 

☆利用方法:年会費 500 円／本の貸出は５冊まで 

 6 月現在の蔵書 約 400 冊 

☆お問い合わせ 

・公式LINE： 

みんなでつくる学童STEMz (@637tynzi) 
・Facebookメッセンジャー： 

みんなでつくる学童STEMz  

・メール： stemzosaka＠gmail.com 

STEMz マンガ文庫 蔵書紹介 職業編 



（五行歌／秀作エッセイ）         ＬＩＰ ２０２０／０８ 

〈６〉 
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（イベント情報）           ＬＩＰ ２０２０／０８ 

［イベント情報・ボランティア情報など募集しています。編集局までメールなどで連絡願います］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 新型コロナウイルス感染防止のために、催しが中止・延期になる可能性があります。主催者にお問い合わせください。● 

第22回「障害」のある子どもの高校進学を考える学習会 
 
「障害」がある生徒も高校進学が出来ます。大阪府では、普通高校
でも約3000人の先輩たちが、高校生活を楽しみ、学んでいます。
また、大阪府では、自立支援コ－スや共生推進教室など制度として
もできています。色々 な情報を知って、高校への進路を決めていき
ませんか。 
 
時：２０２０年８月３０日（日） 午後１時３０分～４時４５分 
所：オンライン（Zoom）で開催 
 参加を希望される方は、事前に松森のアドレス 
 Matumori＠crux.ocn.ne.jp まで申し込んでください。 
参加費：無料 
問い合わせ：松森俊尚（090-1960-3469） 
      関山（090-2599-6162） 
内容：①「知的障害者を普通高校へ北河内連絡会」の簡単な総会 
   ②大阪府教育庁支援教育課首席指導主事 山崎彩さんより 
    障害者の高校受験について 
    「自立支援コ－ス」「共生推進教室」の説明 
   ③今年度の高校受験に向けた詳細な情報  片岡次雄さん 
   ④お話し～私が経験したこと・考えたこと～ 
    子どもの高校受験と高校生活  島田直子さん 
    エンパワ－メントスク－ルに通う娘ときょうだい 
   ⑤フリ－ト－ク：会場から、質疑応答、意見交流、情報交換 
   ⑥個別の進路相談会 
主催：知的障害者を普通高校へ北河内連絡会 
共催：寝屋川市の義務教育における医療的ケアを考える会 
協力：大阪府教育庁 
後援：枚方市教育委員会 （申請中）寝屋川市教育委員会 四条畷
市教育委員会 
   守口市教育委員会 門真市教育委員会 交野市教育委員会 
   大東市教育委員会 

＊＊＊ 無添加石けん商品・手作り作品販売のお知らせ ＊＊＊ 

8/7（金） 10:00～ 
   フリーマーケット 障害者労働センター 
9/25（金） 10:30～ 
   バザー     枚方市役所本館北側 
8/18（火） 10:30～ 廃油回収   枚方市役所本館北側 
9/15（火） 10:30～ 廃油回収   サプリ村野玄関前 
お近くにお越しの際にはぜひいらしてください。皆でお待ちして
おります＾  ^

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

障害者労働センター   枚方市中宮山戸町10-12-101 

        TEL 072-848-0508 
ネットショップ URL:http//paso0508.cart.fc2.com 

みんなでつくる学童STEMz(ステムズ) 
寝屋川市仁和寺本町にあるボードゲームスクールで
す。「なぜ？」で遊ぶ子どもの未来につながる学び方教
室をモットーに考える力を遊びながら学べる教室で
す。 
■日程 毎週 水・金曜日 16:00～18:00 
■料金 1000 円／回 
■対象 小・中学生 
■スケジュール 
16:00～17:00 宿題タイム 
17:00～18:00 ボードゲーム 



［2005 年 8 月創刊 通巻第 181 号 今号の発行部数 900 部］ 

次号（９月号）は、８月３０日（日）に発行予定です♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イラスト 表紙、Ｐ７：平井由恵 

ＬＩＰは、次の場所に置かせていただいてます。 
☆ 各生涯学習市民センター・図書館・メセナひらかた3Fウィル・ひらかたＮＰＯセンター 
☆ 枚方市ボランティアセンター  [ラポールひらかた内  072-841-0181] 

☆ 子ども家庭支援センター ファミリーポートひらかた  [枚方市招提南町2-50-1  072-850-4400] 
☆ コミュニティーカフェ ラ テール  [枚方市西禁野1-3-27 禁野口バス停前  072-848-0418] 
☆ ＮＰＯ法人 りりあん  ［枚方市長尾元町6-39-15  lilian＠kcat.zaq.ne.jp］ 
☆ 婦人洋品店 シャルム  ［枚方市南楠葉1丁目2-16 くずは公民館向かい  072-850-1362］ 
☆ 喫茶 Ｄｉｋ Ｄｉｋ  ［枚方市岡本町8-17  072-846-5377］ 
☆ 街かどデイハウス 藤阪愛逢  [枚方市藤阪元町2-27-1  072-855-6978] 
☆ 枚方市地域包括支援センター社協こもれび  [枚方市南楠葉1-30-1エクセレント辻ビル203号室  072-856-9177] 
☆ 泉屋 楠葉店  [枚方市楠葉並木2-2-2  072-868-3060] 
☆ ＷＡＶＥ３４（ボウリング場）  [枚方市田口4-11-8  072-848-0450] 
☆ 身体障害者共同作業所 キッズ枚方コミュニケーションズ  [枚方市堤町2-1-103  072-861-6360] 
☆ 京阪総合会計事務所  [枚方市西禁野2-4-17第５松葉ビル301  072-805-5252］ 
☆ ヘアースタジオぱぺぽ  [枚方市南楠葉２丁目4-3  072-850-9070] 
☆ 枚方市役所（市民活動課・環境総務課・人権政策室） [枚方市大垣内町２丁目1-20  072-841-1221] 
☆ 枚方市役所 津田支所  [枚方市津田北町2-25-1  072-858-1502] 
☆ (財)枚方市文化国際財団 [枚方市岡東町8-33市民会館内  072-843-1122] 
☆ 枚方市総合福祉センター  [枚方市津田東町2-26-1  072-858-5835] 
☆ (社福)やなぎの里 精神障害者通所授産施設 ぱぴるす [枚方市大字尊延寺2200  072-859-0245] 
☆ ＮＰＯ法人パーソナルサポートひらかた [枚方市中宮山戸町10-12-105  072-848-8825] 
☆ 自閉症療育センター Link  [枚方市岡東町24-10 アイエス枚方ビル３階  072-841-2411] 
☆ 「市民の広場」ひこばえ [枚方市大垣内町2-8-27 シンエービル別館A室  072-846-8780] 
☆ 紅茶専門店ＶＩＥ [枚方市南楠葉1-1-34  072-856-2355] 
☆ shot bar カボチャソース [枚方市牧野下島町14-22  072-809-7676] 
☆ ポパイ商店 [枚方市山之上２丁目16-9  072-846-7232] 
☆ えほんのお部屋ひまわり畑 [枚方市香里ケ丘12丁目6-28  090-6739-7064] 
☆ クッキー工房おれんじはうす [枚方市交北３丁目3-10  072-856-8378] 
☆ 陶器食器のお店 a new sprout [枚方市堤町2-14  072-846-9550]  
☆ 雑貨／カフェ ルポ・デ・ミディ [枚方市堤町10-12  072-843-1525] 
☆ 渦潮ベーカリー楠葉店 [枚方市町楠葉1-30-6  072-856-5420] 
☆ 輝きプラザ「きらら」 [枚方市車塚1-1-1] 
☆ 教育文化センター [枚方市磯島北町37-1 050-7102-3150] 
☆ 三代目たくちゃん ピーコ  [枚方市牧野阪２丁目7-30  080-3785-1728] 
☆ ＭＩＫＩＨＯＵＳＥ キャラメル [枚方市牧野阪2-9-15-105  072-857-6626] 
☆ 株式会社 丸天酒店 [枚方市牧野阪2-5-23  0120-39-7003] 
☆ MogaJogaDining枚方宿 [枚方市堤町2-15 072-846-3535] 
☆ とくふうホーム [枚方市大字尊延寺４５９２－２４  072-858-4058] 
☆ 音楽療法スペース  ウッドヴィレッジ [枚方市牧野下島町9-12  070-857-3540] 
☆ みんなでつくる広場 「ちょこっと」 [枚方市楠葉野田2-30-8  072-856-9439] 
☆ スパバレイ枚方南  [枚方市津田山手1丁目24-1  072-808-4126] 
☆ やすらぎの丘霊苑  [枚方市大字尊延寺4588番4  072-896-1212] 
☆ 苺のいえ  [枚方市甲斐田町５番２５号ウエストヒルズ１０２号 072-805-2660] 
☆ ちいさいほいくえん みんなの里  [枚方市楠葉並木2-28-4  072-845-6814]  
☆ 韓国茶が楽しめるカフェ 「Cafe Cajjo」  [西禁野1-6-28  072-848-8481] 
☆ くずはアートギャラリー [枚方市楠葉花園町15-1-Z302 本館ハナノモール 3階] 
☆ カフェ ル ポン [枚方市高田２丁目20-17  072-396-8785] 
☆ 街かどデイハウス秋桜 [枚方市宗谷1-1-1  072-859-3991] 
☆ 明日花障害者作業所  [枚方市西禁野１丁目3-18  072-848-2324] 
☆ 陽だまりの会 [枚方市交北2丁目7-15  072-809-0015] 
☆ Ｌｉｎ Ｂｒｕｎ． [枚方市牧野下島町18-7  072-865-3514] 
☆ カミュゥ [枚方市牧野下島町13-11  072-865-7310] 
☆ Grand Table [枚方市山之上1丁目12－10  072-846-3808] 
☆ 尊延寺公民館 [枚方市尊延寺3丁目3 ｰ16  072-859-0168] 
☆ ひねもすぱんのかふぇ[枚方市堤町10-24 鍵屋別館1階 090-5963-0590] 
☆ まことの豆富 燈 本店  [枚方市楠葉中町1-5 072-855-6022] 
☆ 雑貨＆cafe くろねこ・くぅ  [枚方市片鉾東町20-1  072-896-9690] 
☆ 京阪総合カウンセリング [枚方市新町2-1-9ほーむ21新町106号 072-814-7140] 
☆ NPO法人 枚方人権まちづくり協会[枚方市岡東町12-1-502 072-844-8788] 

◇   ◇   ◇   ◇   ◇ 

☆ フレッシュベーカリー ラッキー [寝屋川市早子町18-1  072-821-0413] 
☆ 小規模通所授産所施設 ミルキーウェイ [交野市天野ヶ原町２丁目14-20] 
☆ 大阪市総合生涯学習センター [大阪市北区梅田1-2-2-500 大阪駅前第2ビル5階 06-6345-5000] 
☆ 「月桃の花」歌舞団 十三スタジオ  [大阪市淀川区木川西3-4-20 2F  06-6885-8475] 
☆ ふらっとねやがわ  [寝屋川市東大利町2-14（市立産業振興センター5階）  072-800-5789] 
☆ ふれあいプラザ香里  [寝屋川市香里南之町19-17 フレスト香里園店１階 072-835-3335] 
☆ 青年の家 [交野市私部２丁目29--１  072-892-7721] 
☆ 交野市役所内わいわいネット [交野市私部1丁目1-1] 
☆ Cut wa Coconi  [交野市郡津4-31-6 072-893-0020] 
☆ ヘアーサロンおおまち [交野市私部3-17-2 072-891-5024（予約優先）] 
☆ 和食「ふる里」  [三重県伊賀市長田2541-1 0595-21-4498] 
☆ 大阪府衛生会附属診療所 [高槻市奈佐原955  072-696-3351] 
☆ 西宮男女共同参画センター ウェーブ  [西宮市高松町4-8  0798-64-9495] 
☆ 大東市立生涯学習センター アクロス  [大東市末広町1-301  072-869-6505] 
☆ フェルデンハウス北斗星  [寝屋川市萱島東１丁目16-15  070-5435-1965] 
☆ 大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター） 

[大阪市中央区大手前1丁目3-49 0６-6910-8500] 

ＬＩＰ会計報告（前号以降） 

金額(円) 内容 

11,161 前号から繰り越し 

2,000 出版物販売 

2,800 寄付 

▼520 郵送代 

▼500 ７月ロッカー代 

▼4,350 ７月号印刷代 

10,591 計（次号へ繰り越し） 

 

応援ありがとうございます♪ 

鶴島緋沙子さん、渡辺洋一郎さん 

◆新型コロナウイルスはまだまだ流行してい
て、なんとか折り合いをつけながら、しばらくは
この生活を続けるしかないようです。１００年
前に起きた「スペイン風邪」の大流行は、アメリ
カで最初に発見され、以降、４年程度続いたらし
い。当時に比べたら、人類の科学技術は格段に進
歩したはずだけど、簡単にはおさまりそうにな
い。 
 １００年前には存在しなかったツールのひと
つが、スマホ。使えるものならすべて活用した
い。感染拡大を防ぐためのツールとして、新型コ
ロナウイルス接触確認アプリ（COCOA)が公開さ
れていて、わたしもスマホに入れてみた。「６割
程度の人が入れないと効果がない」との情報が
流れたりしたけれど、そこまで普及しなくても
効果はあるらしい。 
 日本政府もそれほど積極的に宣伝していない
ようだけど、できるだけ多くの人が活用してほ
しいと思ってます。        （ｗ） 
 

◆ＬＩＰは、市民が書き、市民が読む地域密着型
情報紙です。あなたも紙面に登場してみません
か？ 


